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パプアニューギニアの教育課程は大きく5つに分かれます。私の配属校はセカンダリース
クールになります。日本では高校に近い立ち位置の学校です。

日本とは学年がだいぶ異なります。また、大学の数が非常に少ないため大学への進学は
非常に難しく限られた生徒しか行く事ができません。

パプアニューギニア

プレップスクール 1学年

エレメンタリースクール 2学年

プライマリースクール 6学年

セカンダリースクール 4学年

ユニバーシティ 4学年

日本の学校と同じく制
服があり、各学校でデ
ザインが異なります。

私の配属校ではス
クールカラーである黄
色と緑色を基調とした
ものになっています。
ちなみに全て学校の
職員が生地を縫って
作っています。



6時 起床

6時30分 朝食

7時30分 朝礼

8時
授業

（1～4時間目）

11時 休憩

13時40分
授業

（5～8時間目）

14時 昼食

14時30分 運動

16時 下校

17時
シャワー
洗濯

18時 夕食

19時 自習

21時 就寝

授業
1コマ40分単位で行われています。科目は日本

とほとんど同じですが、日本と違い授業間の休
憩時間はありません。

夕食

学校の敷地内に調理場があり、そこで生徒自身
が夕食を作ります。ご飯を炊いたり、パンを焼い
たりと日によってメニューを変えています。

朝礼
毎週3回朝礼を行います。ここでは国歌斉唱
や校長先生からの挨拶などを行います。

パプアニューギニアの学校では距離
的に通学が難しい生徒も多いため、
寮がある学校が多いです。私の配属
校では200人近くの生徒（全生徒の
約25%）が寮で生活していました。

寮生の場合


